
■基礎完成検査チェックシート（F・HS・NS共通）

 ■検査対象物件
検査員

基礎仕様
鉄筋仕様

工事拠点名
 ■検査結果              検査所要時間（　       　分）、検査立会い（ □　工事担当者・□　施工店  ）　　

ポイント 確認

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 境界、BM等配置確認状況の
写真を撮影

□

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済
20℃以上：4日以上
5℃以上20℃未満：6日以
上（当社ルール）

□

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 寸法確認状況撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 寸法確認状況撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 寸法確認状況撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 寸法確認状況撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 立上り幅寸法写真を撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 立上り高さ寸法写真を撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 ベース幅寸法写真を撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 ベース厚さ寸法写真を撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 レベル測定状況写真を撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 コンクリート仕上がり状況撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 測定寸法の写真撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 寸法確認状況撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 寸法確認状況撮影 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 施工状況の写真 □

否理由）

仕
上
り
状
況

等
＜管理基準＞
　±5mm以内

コンクリート・土間コン仕上り12

ひび割れ/ｼﾞｬﾝｶ無
ｺﾃﾑﾗの無い仕上がり
ひび割れ　0.6㎜以上　豆板
10㎜　　ｼﾞｬﾝｶ　砕石見える
⇒　やり直し

土間レベル（土間～基礎天端）
＜管理基準＞　±5mm以内

13

14
柱脚ボルトピッチ
＜ゲージプレートで確認＞

＜管理基準＞
許容値：±３mm以内
限界値：±５mm以内

設計寸法以上確保

設計寸法以上確保
※ﾍﾞｰｽｺﾝｸﾘｰﾄの吹上りを考
慮しＭ型鉄筋ﾍﾞｰｽ天端を参
考にした実質寸法を確認

基礎出来型寸法　D
＜設計寸法以上確保＞
（ベース厚さ）（2ヶ所確認）

10

基礎天端の水平レベル差
建物全体で5mm以内かつｽﾊﾟ
ﾝ間3mm以内

11
建物全体で5㎜以内
かつｽﾊﾟﾝ間3㎜以内｡

対角寸法6mm以内

出寸法が管理基準値
以内　　特殊な許容差
はその数値

アンカーボルトの出＜管理基準＞
（柱脚・耐力・土台アンカー）
F：間仕切り耐力55±5mm　それ
以外45±5
HS:60±5㎜ M12：55±5mm

6

基礎出来型寸法　A
＜設計寸法以上確保＞
（立上り幅）（2ヶ所確認）

7 設計寸法以上確保

基礎出来型寸法　B
＜設計寸法以上確保＞
（立上り高さ）（2ヶ所確認）

8 設計寸法以上確保
出
来
型
寸
法
等

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

その他アンカーボルト
ﾋﾟｯﾁ寸法±2mm以内

4

アンカーボルト対角寸法差
対角寸法6mm以内

5

基礎出来型寸法　C
＜設計寸法以上確保＞
（ベース幅）（2ヶ所確認）

9

工事名 ｼｪﾙﾀｰ予定日

工事担当者 施工店名

施主ｺｰﾄﾞ 検査日

商品名 型式

コンク
リート

2
型枠存置期間（ヒアリング）
型枠在置期間確保　or　5N/mm2以
上確認

型枠在置期間確保
5N/mm2以上確認

ﾋﾟｯﾁ寸法±2mm以内
アンカーボルトピッチ（Ｍ24,16)
（柱脚・耐力間仕切ボルト）
ﾋﾟｯﾁ寸法±2mm以内

3

ﾋﾟｯﾁ寸法±2mm以内

備　考
<評価基準>手順 No 検査項目 検査結果 是正状況

（工事担当者入力）

写真撮影

基礎配置、ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ(BM)確認
レベル確認

1必須
検査不可の場合必ず工
事担当者へ連絡・確認
依頼を行なうこと

N
S
専
用
項
目

○○○のため

15 ＮＳレベル測定(鉄ﾏﾝｼﾞｭｳ) ＜管理基準＞
許容値：±1mm以内

○○○のため

16
止水剤の施工状況
（対象箇所）

立上りｔ60部
ナルストップの施工

○○○のため

是正結果確認検査員検査結果



検査日
 ■検査結果（基礎完成） No２

ポイント 確認
□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 施工状況の写真 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 施工状況の写真 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 施工状況の写真or土間打設
後の薬液高さの撮影

□

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 写真不要 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 施工状況写真 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 施工状況写真 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 施工状況写真 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 施工状況写真 □

否理由）

□合 □否 □対象外 □検査不可 □是正済 基礎天端からの寸法撮影 □

否理由）

 ■改善及び是正事項【安全、環境含む】

23
防蟻・防湿ｼｰﾄ（基礎際）敷込み
シートに途切れなし（連続して敷き
込む）

24
基礎断熱材接着剤塗布
指定材料使用　塗布量確保（φ6
棒状）

基礎断熱材取付け（折返し含む）
基礎天端～HS：125㎜位置（施
工連絡書202005で変更）、F：
70㎜位置　隙間３mm以下

25 破損・キズが無いこと

十分な塗布量を確認

隙間がないこと

担当検査員以外の検査担当

防蟻薬液（ﾎﾜｲﾄ）塗布（Ｆ）
土間コンより50mm以上塗布

土間コンレベルより
50mm以上塗布

防蟻薬液(ﾎﾜｲﾄ)塗布～土間ｺﾝ打
設（ヒアリング）（Ｆ）
12時間以上確保

20
防蟻薬液塗布後12時
間以上確保

厚み5mm以上･幅
100mm　隙間なし

防蟻粒剤の散布（集合）
厚み5mm以上･幅100mm　隙間
なし

18

19

17
止水剤の施工状況
（エレベータピット）

コンクリート2階打ち時

止
水
・
防
蟻
・
防
湿
・
基
礎
断
熱

施主ｺｰﾄﾞ 工事名

手順 No 検査項目 検査結果 是正状況
（工事担当者入力）

写真撮影 備　考
<評価基準>

防蟻・防湿シート重ね代
基礎断熱300mm以上
一般仕様100mm以上

21
基礎断熱300mm以上
一般仕様100mm以上

22
防蟻ﾍﾟｰｽﾄ塗布
　塗布量（12×7以上）
　指定位置に塗布ﾓﾚなし

塗布量（12×7以上）
指定位置に塗布ﾓﾚなし

Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ


	基礎完成ｼｰﾄ

